平成24年度　第1回 産業医部会 幹事会議事録
日　時：平成24年5月30日（水）13：00～15：00
場　所：名古屋国際会議場　4号館3階　会議室435
出席者：広瀬　俊雄（部会長）、斉藤　政彦（副部会長）、伊藤　正人、彌富　美奈子、岩田　全充、
色川　俊也、宇土　博、織田　進、小田原　努、加藤　憲忠、佐藤　広和、杉原　由紀、
寺澤　哲郎、谷山　佳津子、中平　浩人、中西　一郎、中屋　重直、昇　淳一郎、服部　真、
福本　正勝、森口　次郎、宮本　俊明、山本　真二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計23名
欠席者：佐藤　修二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計 1 名
（五十音順：敬称略）
議題：
審議事項
1． 産業医部会の政策課題について

　　①改正労働安全衛生法に対する当部会の見解表明について
　　　　広瀬部会長より本件に関する当部会における対応について説明があり、平成23年度第3回幹事会承認事項に基づき同第4回幹事会決議事項を平成24年1月13日付当部会見解として学会ホームページおよび産業医部会報第45号にて表明を行い、並行して、部会員からの意見収集を実施してきたこと、また、学会本部においては平成24年3月31日に厚生労働省労働衛生課長と学会理事らとの懇談会が行われ、その後、同課からの当学会理事会宛て同年4月6日付文書「労働安全衛生法の一部を改正する法律案について」を踏まえて平成24年度第1回理事会において本件に関する審議が行われ、同年4月14日付で理事長見解『「今求められるメンタルヘルス対策、法律改正への要望」の一部改正について』が表明され、現在に至っていることなどの報告があり、併せて、同年1月13日付当部会幹事会討議内容を、今一度、部会声明として位置付けたいとの提案があった。また、厚生労働省からの理事会宛て文書のみでは法案改正の問題点改善は保証されていない可能性があり、本来的には同改正案自体を練り直すべきであるとの補足意見の表明があった。
　　　　なお、出席幹事からは、次のような意見表明が行われた。

　　　　　・上記1月13日付見解を本日5月30日時点の見解として再び決議するのであれば、当部会が理事会見解の方向性に反する可能性があるなど当部会の独自対応は不適切であると考えられるが、関連経緯の日付を明記した上で、1月13日付見解を同日時点での当部会見解とすることには異論がないこと
　　　　　・平成24年4月末日締めの当部会々員からの集約意見は、上記1月13日付見解への全面的な賛成が大勢を占めていると解釈すべきではなく、反対意見や修正意見が含まれている点を考慮すると、見解が5カ月前の意見であることと合わせ、「特に反対意見がないため本日付で部会見解として再掲」とする方向性は不適切であると考えられること
　　　　　・上記1月13日付の幹事会見解を部会見解にするために、前回の幹事会で確認した必要な手立てがとられたため幹事会見解を部会見解とすること自体に問題は認められず、また、前回の幹事会以降の情勢変化への対応については、改めて議論を行えばよいと考えられること
　　　　　・厚生労働省課長からの理事会宛て文書が存在することから、関係者が抱く同改正案に対する印象自体が大きく変化しており、現状では、上記1月13日付見解の再掲に固執する必要はない可能性があること
　　　　斉藤副部会長より、最終的に本議題に関し、上記1月13日付見解の取り扱いについては、同見解を部会見解とすることに対する異論の有無を部会員に確認した結果、特に問題ないとの意見集約状況であったことから本日の討議内容を踏まえて経過を客観的に記した鏡を本日5月30日付で付し、平成24年1月13日付見解をその時点での産業医部会見解とする旨提案があり、全会一致で承認された。
　　　　広瀬部会長より、同改正案成立から施行までの間で実務的な課題が表出する見込みもあることから、次回幹事会において、同改正案施行に際しての当部会具体的見解の審議を行いたいとの説明があった。

　　②日本労務学会との連携について

　　　　広瀬部会長より、今年度は第22回全国協議会（東京都）において同学会との共催企画が予定されていることについて説明があった。また、地方会毎に同学会支部組織との連携推進を図るよう、要請があった。
２．部会報について
　岩田幹事より、部会報第46号（平成24年7月号）の編集状況および発送予定時期について報告があった。
３．第85回学術集会（名古屋）について

　　　　斉藤副部会長より、最終的な開催準備状況について報告があった。また、当部会関連の企画として、5月31日（木）午後にパネルディスカッション「新たな産業保健の担い手となりうるか？ 外部専門機関構想の理想と現実」が行われるとの説明があった。
４．産業医フォーラムについて

　　　　斉藤副部会長より、第85回学術集会最終日の6月2日（土）午後に、当部会フォーラムおよび部会総会を開催予定であること、また、同フォーラムではテーマを「明るく希望ある産業医ライフのために～法的トラブルに備える～」とし、斉藤副部会長および寺澤幹事を座長として、高木道久弁護士による基調講演に続いて専属産業医の立場で河津雄一郎氏および嘱託産業医の立場で江嵜高史氏から事例発表が行われる旨、説明があった。
５．第22回全国協議会（東京）について

　　　　福本幹事（企画運営委員長）より開催準備状況について説明があり、宇宙航空研究開発機構の川口淳一郎教授による特別講演、厚生労働省の椎葉茂樹労働衛生課長等による基調講演およびシンポジウムを企画中であること、日本労務学会との合同企画を検討中であること、社会保険労務士等の団体との連携を図る方針であること等について報告があった。また、同じ会場で開催される産業衛生技術部会大会との連携性を明示する方向で申合せを行った。
６．第23回全国協議会（名古屋）について

　　　　斉藤副部会長（企画運営委員長）より、会期を平成25年9月25日（水）～28日（土）、会場を名古屋国際会議場として準備中であるとの報告があった。
７．合同セミナーについて

　　　　佐藤広和幹事より、第85回学術集会（名古屋）会期中の5月31日に四部会合同企画運営委員会が開催される予定であること、合同セミナーの実地研修先として東京都大田区周辺の事業場を選定作業中であることについて報告があった。宇土幹事より、増刷版の四部会合同セミナーCD-ROM教材作成検討に関し、次期教材作成委員の選定を行う予定について説明があった。次期教材作成委員の各部会への割り付けおよび委員の旅費を含めた予算等については、合同企画運営委員会で討議を行う方向で申合せを行った。
８．部会ホームページについて

　　　　森口幹事より、配布資料を元に、同ホームページに関する課題および今後の方針等について説明があった。
９．専門医制度委員会について
　　　　昇幹事より、新専門医制度開始の一環で第1回専攻医試験が第85回学術集会（名古屋）会期中の6月2日（土）に実施されること、同委員会と当部会と間で教育・研修面の連携について検討を進めることについて説明があった。併せて、当部会関係者の所属機関による専門医制度研修施設登録申請の検討を行うよう、要請があった。
１０．次回および次々回幹事会について

広瀬部会長より、次回（平成24年度第2回）幹事会を平成24年8月31日（金）に公衆衛生協会ビル（東京都新宿区）にて、次々回（同第3回）幹事会を平成24年11月22日（木）に東京工科大学（第22回全国協議会々場）にて開催予定であるとの説明があった。
　　以上







